
  

 

 

 

 

 

24.水理計算に関する補足説明資料 
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水理計算手法（不等流計算）について 

 
水理計算については、全国で標準的な技術手法として活用されている「河道計画の

手引き」に基づき必要な検討を行っている。 
検討にあたっては、一般的に用いられている準二次元解析法を用いる。 

準二次元解析法は、河道断面内を横断形状や樹木群繁茂状況、粗度の状況から、顕

著な流速差が生じると考えられる位置でいくつかの断面に分割し、分割断面ごとの平

均流速と断面平均水位を求めるものであり、「横断面内流速分布の計算」と「縦断水位

の計算」で構成されている。 

 

「横断面内流速分布の計算」に用いる基礎式には、断面の運動式と流量の連続性の

関係式があり、これは、求めようとする断面の運動式と流量の連続性の関係から流速

を計算するものである。 

・ 

ここで、Sb：底面せん断力が働く潤辺長、 Sw：樹木群境界の潤辺長、 S’w：樹木群
境界以外の分割断面境界の潤辺長、τ：樹木群境界に作用するせん断力、τ’：樹木

群境界以外の分割断面に作用するせん断力、u：分割断面での平均流速、n：マニング

の粗度係数、R：径深、A, 死水域を除いた面積、 I：エネルギー勾配 

添字 i:i 番目の分割断面についての量であることを表わす、添字 ji:j 番目の分割断面

境界あるいは樹木群境界についての量であることを表わす(ただし、i番目の分割断面

にかかわる境界のみが対象)。 

 

Δu：τ’が作用する境界に接する隣の断面との流速差、f：境界混合係数、sign(Δ
u)：Δu が負値のとき（当該断面の平均流速が隣の分割断面の平均流速より小さ

い場合）-1、正値のとき+1 

 

 

 

 

 

 

 

・流量の連続性の関係：Q＝Σ (ui・Ai) 

 

 

 

運動式：(ni
2・ ui

2／ Ri
1/3)Sbi＋Σ(τ’ji・S’wji)／ρg＋Σ(τji・Swji)／ρg ＝ Ai・I

τji ＝ ρ・f・ ui
2 、τ’ji ＝ ρ・f・ (Δuji）

2・sign (Δuji）

・運動式 
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次に「縦断水位の計算」に用いる式には運動方程式があり、これは、水理量が既知断

面と求めようとする断面の流速から縦断的な運動量の関係式を用いて縦断的な水位を

求めるものである。 

・運動量方程式：(1／gA)・∂／∂x(∫u2dA ) ＋ ∂H／∂x ＋ τr／ ρgA＝0 

 

ここで、τr：河床、河岸、樹木等が洪水流に与える抵抗、β：運動量補正係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

τr／ρgA ＝ 1／ρgAΣ [(ρgni
2・ ui

2・Sbi)／ Ri
1/3＋Σ(ρ・f・ ui

2 ・ Swji)]、∫u2dA ＝ βΣ(ui
2Ai)

[H＋1/gA∫u2dA]2－ [H＋1/gA∫u2dA]1 ＝ Δx／2〔[τr／ρgA]1 ＋[τr／ρgA]2 〕



  

 

 

 

 

 

25.天塩川水系名寄川 現況流下能力 
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